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「
扁
鵲
倉
公
列
伝
』
は
い
う
ま
で
も
な
く
『
史
記
」
巻
一
○
五
の
医
家
の
列
伝
第
四
十
五
で
（
以
下
「
扁
倉
伝
」
と
略
す
）
あ
る
。
『
扁
鵲
倉

公
列
伝
割
解
」
（
以
下
「
割
解
』
と
略
す
）
と
は
尾
張
藩
医
浅
井
図
南
二
七
○
六
～
一
七
八
三
の
扁
倉
伝
の
注
釈
書
で
、
長
子
の
正
路
（
一
七

一

「
扁
鵲
倉
公
列
伝
割
解
」
の
研
究

は
じ
め
に

現
伝
本
に
お
け
る
書
き
入
れ
お
よ
び
旧
蔵
者

〔
要
旨
〕
江
戸
時
代
中
期
に
、
尾
張
藩
医
第
五
代
浅
井
図
南
は
、
『
史
記
』
扁
鵲
倉
公
列
伝
の
注
釈
「
扁
鶴
倉
公
列
伝
割

解
」
を
あ
ら
わ
し
た
。
扁
鵠
倉
公
列
伝
単
独
の
注
釈
の
は
じ
め
と
な
る
も
の
で
、
研
究
史
に
お
い
て
は
重
要
な
位
置
に

あ
る
。
全
国
の
図
書
館
（
個
人
蔵
を
含
む
）
に
所
蔵
さ
れ
る
三
十
二
本
の
「
扁
鵲
倉
公
列
伝
割
解
』
を
調
査
し
た
結
果
、

そ
の
中
の
八
本
に
大
量
の
書
き
入
れ
を
確
認
し
た
。
特
筆
す
べ
き
事
は
、
第
七
代
の
浅
井
正
封
、
第
八
代
の
浅
井
正
翼

第
九
代
の
浅
井
正
賛
の
書
き
入
れ
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
で
、
浅
井
家
が
い
か
に
重
視
し
て
い
た
か
を
推
測
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
「
扁
鵲
倉
公
列
伝
割
解
』
本
体
の
研
究
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
書
き
入
れ
に
も
重
点
的
に
研
究
す
る
こ
と
は
、

『
史
記
」
扁
鵲
倉
公
列
伝
研
究
の
要
務
で
あ
ろ
う
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
浅
井
図
南
、
尾
張
藩
医
、
史
記
、
扁
鵲
倉
公
列
伝

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
六
巻
第
四
号
平
成
十
一
年
八
月
二
十
三
日
受
付

平
成
十
二
年
十
二
月
二
十
‐
日
発
行
平
成
十
一
年
十
二
月
十
一
日
受
理
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各
図
書
館
の
目
録
に
は
、
書
名
・
著
者
名
・
刊
行
年
・
害
騨
名
な
ど
が
記
さ
れ
る
だ
け
で
、
本
研
究
の
目
的
で
あ
る
書
き
入
れ
に
関
す
る

情
報
は
ほ
と
ん
ど
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
実
際
に
図
書
館
に
足
を
運
び
実
見
し
、
書
き
入
れ
が
あ
る
か
ど
う
か
、
そ
の

量
は
、
誰
の
書
き
入
れ
な
の
か
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
遠
方
で
あ
れ
ば
事
前
に
問
い
合
わ
せ
し
、
所
蔵
さ
れ
て
い
る
か
、
書
き
入

れ
が
あ
る
か
を
確
認
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
や
は
り
足
を
運
ん
で
実
見
し
た
。

調
査
し
た
図
書
館
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
１
）
次
の
首
都
圏
の
図
書
館
は
直
接
足
を
運
び
実
見
し
、
書
き
入
れ
の
有
無
、
蔵
書
印
な
ど
を
確
認
し
た
。
な
お
最
後
に
記
し
た
井
上
書
店

は
古
書
店
で
あ
る
。
こ
の
中
で
重
要
な
も
の
は
複
写
し
た
。

三
四
～
一
七
八
二
の
補
注
を
加
え
て
、
明
和
七
年
（
一
七
七
○
）
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
『
割
解
」
は
扁
倉
伝
単
独
の
注
釈
の
噴

矢
と
目
さ
れ
、
室
町
時
代
の
「
史
記
』
研
究
と
江
戸
時
代
後
期
の
「
史
記
」
研
究
の
中
間
点
に
在
っ
て
、
扁
倉
伝
研
究
史
に
お
い
て
は
重
要

な
位
置
を
占
め
る
。

「
割
解
』
は
岩
波
の
『
国
書
総
目
録
』
（
以
下
「
国
書
」
と
略
す
）
に
よ
れ
ば
一
六
カ
所
の
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
。
「
国
書
』
以
外
で
は
四

カ
所
の
所
蔵
を
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
の
書
き
入
れ
状
況
の
調
査
が
終
了
し
た
の
で
報
告
す
る
。

早
稲
田
大
学
図
書
館

東
京
大
学
総
合
図
書
館

東
京
大
学
医
学
部
図
書
館

国
立
国
会
図
書
館

東
京
国
立
博
物
館

二
、
調
査
方
法
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（
５
）
次
の
図
書
館
は
、
古

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫

（
６
）
次
の
図
書
館
は
、
事

（
４
）
次
の
図
書
館
に
は
複
数
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
（
目
録
上
）
、
確
認
の
意
味
で
も
、
足
を
運
ん
で
実
見
し
た
。

（
３
）
次
の
図
書
館
は
、
事
前
調
査
の
結
果
、
重
要
と
思
わ
れ
た
の
で
、
足
を
運
ん
で
実
見
し
、
必
要
な
も
の
は
複
写
し
た
。

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館

（
２
）
次
の
図
書
館
は
、
事
前
調
本

西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫

武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋

次
の
図
書
館
は
、
事
前
調
査
の
結
果
、
必
要
部
分
の
複
写
で
用
が
足
り
る
と
思
わ
れ
た
の
で
、
複
写
を
請
求
し
た
。

神
宮
文
庫

名
古
屋
市
立
鶴
舞
中
央
図
書
館

無
窮
会
図
書
館

研
医
会
図
書
館

慶
應
義
塾
大
学
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
旧
館

京
都
大
学
附
属
図
書
館

刈
谷
市
立
刈
谷
中
央
図
書
館

井
上
書
店

文
教
大
学
越
谷
図
書
館

北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部

事
前
調
査
の
結
果
、
上
冊
が
所
在
不
明
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究

事
前
調
査
の
結
果
書
き
入
れ
が
な
く
、
重
要
で
は
な
い
と
思
わ
れ
た
の
で
実
見
し
て
い
な
い
。
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『
内
経
」
「
難
経
」
の
祖
は
第
三
代
の
正
純
二
六
四
三
～
一
七
○
五
）
、
「
傷
寒
・
金
置
」
の
祖
は
第
六
代
の
正
路
と
さ
れ
て
い
る
。
扁
倉
伝

の
祖
が
図
南
で
あ
る
。
こ
の
四
部
書
は
、
第
七
代
正
封
二
七
七
○
～
一
八
二
九
）
の
時
に
設
け
ら
れ
た
教
場
、
静
観
堂
講
舎
（
後
に
医
学
館
と

改
称
さ
れ
る
）
に
お
い
て
講
義
さ
れ
た
。
「
割
解
』
は
そ
の
時
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

浅
井
氏
は
京
都
で
医
業
を
行
っ
て
い
た
が
、
第
四
代
の
正
仲
（
一
六
七
二
～
一
七
五
三
）
が
尾
張
公
の
招
聰
に
応
じ
て
、
禄
四
○
○
石
を
も

っ
て
侍
医
と
な
る
。
初
め
、
図
南
は
、
父
祖
以
来
の
京
都
で
の
盛
名
を
守
る
た
め
に
京
都
で
医
業
を
継
続
し
た
が
、
正
仲
の
没
す
る
に
及
び

や
む
な
く
父
業
を
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。
「
割
解
」
が
成
っ
た
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
に
は
す
で
に
尾
張
に
あ
っ
た
。
『
割
解
」
の
成
立
に
つ
い

部
所
蔵
の
複
写
に
依
っ
た
。

を
四
部
書
と
し
て
い
る
。

補
注
を
な
し
た
正
路
は
、
図
南
の
第
一
子
で
、
幼
名
は
藤
太
、
後
に
周
碩
と
改
め
、
字
は
由
卿
、
南
漠
・
朴
山
と
号
し
た
。
京
都
の
旧
宅

を
改
造
し
て
住
み
、
の
ち
に
宮
廷
医
家
と
な
り
、
和
気
姓
を
名
乗
る
。
『
割
解
」
を
校
正
し
、
補
注
を
加
え
た
の
は
こ
の
頃
で
あ
る
。
名
に
冠

せ
ら
れ
た
「
請
郎
通
事
舎
人
上
総
別
駕
」
と
い
う
官
途
は
、
祓
文
の
年
（
一
七
六
九
）
に
は
す
で
に
宮
廷
医
家
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。

正
路
と
「
割
解
」
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
彼
の
賊
文
に
詳
し
い
。

著
者
の
図
南
は
、
医
系
浅
井
の
第
五
代
で
、
幼
名
は
冬
至
郎
・
周
北
と
い
い
、
頼
母
と
称
し
、
字
は
惟
寅
、
図
南
と
号
し
た
。
浅
井
家
で

は
、
儒
家
が
『
大
学
」
『
論
語
」
『
中
庸
』
『
孟
子
』
を
四
書
と
呼
ぶ
の
に
な
ぞ
ら
え
て
、
『
内
経
』
「
傷
寒
論
・
金
置
要
略
」
「
難
経
」
『
扁
倉
伝
』

て
は
、
図
南
の
自
序
に
詳
し
い
。

東
北
大
学
附
属
図
書
館

三
、
成
立
と
著
者
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左
右
単
辺
、
無
界
、
毎
半
葉
一
○
行
、
行
一
八
字
。
図
南
注
文
は
小
字
双
行
、
行
一
八
字
。
頭
注
と
し
て
正
路
注
が
小
字
二
四
行
、
行
五

字
。
版
心
に
は
「
扁
倉
伝
割
解
」
、
上
象
鼻
に
「
明
和
六
年
」
と
あ
る
。
「
恒
」
字
を
欠
筆
す
る
。

版
に
は
、
明
和
七
年
版
（
以
下
明
和
版
と
略
す
）
と
嘉
永
元
年
版
（
以
下
嘉
永
版
と
略
す
）
の
両
種
が
あ
る
。
そ
の
違
い
は
料
紙
の
大
き
さ
と

（
１
）

奥
付
で
、
内
容
は
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。

『
割
解
」
は
浅
井
図
南
の
注
釈
書
で
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
の
成
立
、
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
の
開
彫
。
正
路
の
補
注
を
上
欄
に
追
加

彫
刻
し
て
、
明
和
七
年
二
七
七
○
）
に
上
梓
さ
れ
た
。
二
巻
二
冊
。
校
閲
は
門
人
の
源
龍
な
る
人
物
が
担
っ
た
。
後
述
す
る
浅
井
正
賛
の
注

記
に
よ
れ
ば
、
塾
長
の
鈴
木
秀
慶
で
あ
る
。

図
南
自
序
五
葉
、
上
巻
（
扁
鵲
伝
）
一
九
葉
、
下
巻
（
倉
公
伝
）
四
二
葉
、
正
路
賊
文
四
葉
、
都
合
七
○
葉
。
図
南
序
文
、
本
文
、
図
南
注

文
に
は
訓
点
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
正
路
践
文
、
正
路
注
文
に
は
訓
点
は
な
い
。
自
序
は
明
和
三
年
二
七
六
六
）
、
正
路
祓
は
同
六
年
（
一
七

奥
付
で
、

①
料
紙

六

九
一〆

○

明
和
版
の
奥
付
は
、
「
毎
部
有
図
章
、
若
無
係
偽
刻
」
と
版
元
印
を
押
す
枠
を
設
定
し
て
い
る
。
次
行
に
「
明
和
七
年
庚
寅
六
月
／
平
安
書

林
／
林
九
兵
衛
／
林
権
兵
衛
／
林
伊
兵
衛
」
と
発
行
年
・
発
行
者
名
を
記
す
。

嘉
永
板
は
、
版
元
印
の
枠
を
廃
し
て
、
発
行
年
「
明
和
七
年
庚
寅
六
月
／
嘉
永
元
年
戊
申
冬
求
版
」
と
、
「
害
林
／
江
戸
日
本
橋
通
南
二
丁

目
山
城
屋
佐
兵
衛
／
尾
州
名
古
屋
本
町
通
莱
屋
藤
兵
衛
／
京
都
二
條
通
堺
町
林
芳
兵
衛
／
大
坂
心
斎
橋
通
北
久
太
郎
町
河
内
屋
喜

②
奥
付

明
和
版
の
料
紙
は
タ
テ
約
二
七
・
五
×
ョ
．
一
九
糎
、
嘉
永
版
は
タ
テ
二
五
×
ョ
．
約
一
八
糎
で
、
明
和
版
が
ひ
と
ま
わ
り
大
き
い
。

四
、

「
割
解
」
の
版
本
に
つ
い
て
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兵
衛
」
と
発

③
版
元
印

の
（
）
は
資
料
請
求
番
号

（
｜
）
「
国
書
』
収
載
明
和
版

１
国
会
図
書
館
（
一

（
２
）

四
種
に
分
類
で
き
る
。

書
き
入
れ
な
し
。

書
き
入
れ
な
し
。

書
き
入
れ
と
旧
蔵
者
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
図
書
館
の
記
載
順
は
一
国
書
』
に
準
じ
、
「
国
書
』
未
収
は
順
不
同
で
あ
る
。
図
書
館
名
の
下

（
）
は
資
料
請
求
番
号
で
あ
る
。

東
京
大
学
総
合
図
書
館
浅
井
正
賛
旧
蔵
本
ほ
か
多
数
。

東
京
大
学
総
合
図
書
館
寺
田
望
南
旧
蔵
書
・
東
京
大
学
医
学
部
図
書
館
本
・
天
理
大
学
付
属
図
書
館
本
・
研
医
会
本
の
四
本
。

ａ
「
桑
陰
秤
陽
蔵
版
」

無
窮
会
神
習
文
庫
本
・
文
教
大
学
池
田
文
庫
本
・
刈
谷
中
央
図
書
館
本
の
三
本
。

ｂ
「
桑
陰
蔵
版
」

明
和
版
に
は
版
元
印
が
押
さ
れ
る
。
版
元
印
は
三
種
が
確
認
で
き
た
。
無
印
の
も
の
も
あ
る
か
ら
、
版
元
印
で
区
別
す
れ
ば
、
明
和
版
は

Ｃ
「
平
安
文
錦
堂
蔵
」

２
束
京
国
立
博
物
館
（
和
二
八
）

五
、
書
き
入
れ
お
よ
び
旧
蔵
者
に
つ
い
て

と
発
行
者
名
を
列
記
す
る
。

二＝

九

二
二三

二
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４
京
都
大
学
附
属
図
書
館
富
士
川
文
庫
（
へ
二
二
）

富
士
川
文
庫
は
近
代
日
本
医
史
学
の
創
始
者
で
あ
る
富
士
川
瀞
（
一
八
六
五
～
一
九
四
○
）
旧
蔵
本
で
あ
る
。
「
久
昌
院
蔵
書
」
・
「
奈
須
恒

徳
」
の
蔵
書
印
が
あ
り
、
奈
須
恒
徳
（
一
七
七
四
～
一
八
四
一
）
の
旧
蔵
書
で
あ
る
。
奈
須
家
は
恒
徳
の
あ
と
は
、
そ
の
子
の
信
徳
が
継
い
だ

が
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
没
し
た
。
そ
の
子
に
吉
備
丸
と
称
す
る
画
家
が
い
た
が
消
息
不
明
。
た
だ
最
後
に
く
み
と
い
う
女
性
が
残
り
、

（
３
）

小
島
家
に
寄
寓
し
た
。
奈
須
家
の
最
後
ま
で
残
っ
た
蔵
書
は
、
こ
の
小
島
家
か
ら
富
士
川
瀞
に
譲
渡
さ
れ
た
と
い
う
。

奈
須
恒
徳
（
一
七
七
四
～
一
八
四
一
）
、
字
は
玄
忠
、
号
は
柳
村
、
本
姓
は
田
沢
氏
で
、
幕
府
医
官
の
奈
須
氏
の
養
子
と
な
る
。
恒
徳
は
は
じ

め
江
戸
医
学
館
に
学
ん
だ
が
、
そ
の
学
風
に
満
足
せ
ず
、
祖
の
奈
須
恒
昌
が
学
ん
だ
曲
直
瀬
流
の
医
術
を
尊
重
し
考
究
し
た
。
著
は
「
本
朝

医
談
』
「
本
朝
医
談
二
篇
」
ほ
か
す
こ
ぶ
る
多
い
。

書
き
入
れ
は
、
新
た
な
知
見
を
博
引
傍
証
し
て
天
頭
に
注
し
て
い
る
。
図
南
注
の
不
適
当
な
箇
所
は
線
を
引
い
て
抹
消
し
て
い
て
、
批
判

的
に
読
む
。

ヲ
一
華
ハ
別
々
ニ
ロ
得
ラ
レ

と
い
う
一
文
は
興
味
深
い
。

一
華
碩
由
（
一
四
四
七
～
一

恒
徳
の
博
覧
ぶ
り
が
窺
わ
れ
る
箇
所
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
七
表
八
裏
九
道
ノ
名
目
ハ
経
ノ
中
一
一
ハ
無
キ
故
、
叔
和
ョ
リ
モ
後
ノ
人
シ
タ

リ
ト
ー
華
和
尚
扁
鵲
倉
公
伝
ヲ
講
セ
ラ
ル
時
ノ
玉
フ
、
然
ト
モ
医
書
大
全
二
云
ダ
ル
上
ハ
不
入
コ
ト
ソ
、
百
会
ヲ
三
陽
五
会
卜
云
ソ
、
五
会

ヲ
一
華
ハ
別
々
ニ
ロ
得
ラ
レ
タ
リ
、
右
月
海
録
二
見
タ
リ
、
扁
倉
伝
ヲ
講
ス
ル
コ
ト
永
正
以
前
ョ
リ
也
、
近
時
二
初
ル
ニ
ァ
ラ
ス
」
（
上
一
表
）

３
京
都
大
学
附
属
図
書
館
（
七
’
○
一
・
へ
・
一
）

「
百
々
復
太
郎
寄
贈
」
の
蔵
書
印
が
あ
り
、
こ
れ
は
百
々
鳩
窓
（
一
八
○
八
～
一
八
七
八
）
の
も
の
で
、
彼
の
遺
志
に
よ
り
第
五
子
の
復
太
郎

（
一
八
四
九
～
一
九
二
六
）
が
寄
贈
し
た
も
の
で
あ
る
。

八
四
九
～
一
九
一

書
き
入
れ
な
し
。

五
○
七
）
は
、
博
多
の
建
徳
寺
に
覚
晶
庵
を
か
ま
え
て
学
徒
を
教
導
し
た
臨
済
宗
の
僧
で
あ
る
。
永
正
以
前
と
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武
田
信
近
の
署
名
が
あ
る
「
腹
痛
天
矯
」
な
る
一
枚
の
原
稿
が
挟
ま
れ
て
い
る
。
竹
田
信
近
な
る
人
物
は
特
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
「
信
」

を
関
す
る
医
家
に
は
竹
田
信
成
二
六
二
六
～
一
七
○
六
）
や
竹
田
信
郷
二
七
○
○
～
一
七
七
三
）
な
ど
が
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
そ
の
一
門

い
う
の
は
、
没
年
の
永
世
四
年
以
前
を
意
味
し
て
い
る
・
室
町
時
代
後
期
に
、
彼
が
扁
倉
伝
を
講
義
し
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
『
史
記
抄
」

を
著
し
た
桃
源
（
一
四
三
○
～
一
四
八
九
）
、
い
わ
ゆ
る
幻
雲
附
標
を
書
き
入
れ
た
月
舟
寿
桂
（
一
四
六
○
～
一
五
三
三
）
、
彼
ら
と
ほ
ぼ
同
じ
時

代
で
あ
る
。
「
史
記
』
の
注
釈
は
こ
の
ふ
た
り
以
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
、
一
華
碩
由
が
扁
倉
伝
を
講
義
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
重
要

な
指
摘
で
あ
る
。
ち
な
み
に
「
月
海
録
」
と
は
、
竹
田
秀
慶
（
字
月
海
？
～
一
五
二
八
）
の
『
月
海
雑
録
』
を
指
す
。

ま
た
「
直
江
山
城
所
蔵
史
記
ア
リ
、
扁
倉
伝
ノ
害
入
レ
ニ
蕉
抄
ヲ
引
ケ
リ
、
蕉
卜
云
人
ノ
抄
注
ア
リ
シ
ナ
リ
、
幻
雲
ノ
説
モ
又
多
ク
載
タ

リ
」
（
上
一
表
）
と
あ
り
、
直
江
山
城
守
兼
統
二
五
六
○
～
一
六
一
九
）
が
所
蔵
し
て
い
た
南
化
本
の
こ
と
は
知
っ
て
い
た
ら
し
い
。
直
江
家

は
彼
一
代
を
も
っ
て
断
絶
し
て
い
る
か
ら
、
南
化
本
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
た
ど
っ
た
か
は
知
れ
な
い
。
南
化
本
を
模
刻
し
た
嘉
永

影
宋
本
の
多
紀
元
堅
二
七
九
五
～
一
八
五
七
）
の
嘉
永
二
年
二
八
四
九
）
の
識
語
に
は
米
沢
侯
所
蔵
と
書
か
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
こ
ろ
す

か
と
思
わ
れ
る
。

で
に
上
杉
家
に
移
譲
さ
れ
て
い
た
。

蔵
書
印
は
「
椿
氏
存
誠
閣
一

わ
ず
か
に
書
き
入
れ
あ
り
。

５
京
都
大
学
附
属
図
書
館
富
士
川
文
庫
（
へ
二
三
）

蔵
書
印
は
「
平
田
氏
記
」
で
、
江
戸
後
期
の
国
学
者
の
平
田
篤
胤
（
一
七
七
六
～
一
八
四
三
）
の
蔵
書
印
で
あ
る
。

序
文
・
上
巻
・
下
巻
（
一
葉
～
二
四
葉
）
・
政
文
に
朱
墨
に
よ
る
句
点
が
施
さ
れ
る
だ
け
で
、
文
字
に
よ
る
書
き
入
れ
は
な
い
。

６
早
稲
田
大
学
図
書
館
（
リ
八
・
二
二
七
一
・
一
～
二
）

蔵
書
印
は
「
椿
氏
存
誠
閣
蔵
書
」
・
「
岡
氏
蔵
書
」
で
あ
る
が
未
詳
。

７
東
京
大
学
総
合
図
書
館
鶚
軒
文
庫
（
Ｖ
一
○
・
三
七
五
）
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鶚
軒
文
庫
は
東
大
教
授
の
土
肥
慶
蔵
（
一
八
六
六
～
一
九
三
一
）
旧
蔵
書
で
あ
る
。

多
量
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
「
嘉
永
甲
寅
十
二
月
七
日
標
注
功
畢
、
尾
張
医
員
滕
正
賛
」
（
後
序
四
丁
表
）
な
る
識
語
に
よ
り
、
浅
井
第
九
代

正
贄
二
八
二
八
～
一
八
八
四
）
の
書
き
入
れ
と
わ
か
る
。

正
寳
は
、
幼
名
を
吉
太
郎
と
い
い
、
後
に
儀
一
郎
と
改
め
、
字
は
思
文
、
九
皐
と
号
し
た
。
六
歳
で
奥
田
鳳
文
に
儒
学
を
学
ん
だ
の
を
は

じ
め
と
し
て
、
多
く
の
儒
者
か
ら
経
学
の
教
授
を
受
け
、
河
田
寿
安
か
ら
は
脈
学
を
学
ん
で
い
る
。
十
七
歳
で
医
学
館
学
生
の
監
督
と
な
り
、

二
十
歳
で
医
学
館
代
講
を
勤
め
た
。
嘉
永
三
年
二
八
五
○
）
京
都
医
心
館
で
『
素
問
」
を
講
義
し
、
そ
の
学
識
は
一
世
に
認
め
ら
れ
る
。
著

書
は
四
十
一
部
に
及
ぶ
。
識
語
に
よ
れ
ば
、
書
き
入
れ
を
終
え
た
の
は
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
で
あ
る
。
二
十
七
歳
。

欄
外
（
天
頭
）
に
書
き
込
ま
れ
た
評
注
の
う
ち
、
「
祖
公
云
（
日
）
」
と
引
用
さ
れ
る
の
は
第
七
代
正
封
の
書
き
入
れ
で
、
そ
の
他
は
多
紀
元

簡
の
『
扁
鵲
倉
公
伝
彙
孜
』
（
以
下
『
彙
孜
』
と
略
す
）
の
引
用
、
そ
し
て
正
督
の
自
ら
の
注
釈
で
あ
る
。
傍
注
に
も
正
封
注
が
引
か
れ
る
が
、

こ
こ
で
は
「
祖
公
日
」
を
略
す
。
傍
注
に
は
正
賛
も
多
い
か
ら
、
正
封
注
と
正
賛
注
と
の
区
別
は
、
正
封
書
き
入
れ
（
無
窮
会
神
習
文
庫
本
）

こ
こ
で
は
「
祖
公
［

が
不
可
欠
で
あ
る
。

９
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
（
第
九
門
二
一
八
二
一
）

狩
野
文
庫
は
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
哲
学
者
、
狩
野
亨
吉
（
一
八
六
五
～
一
九
四
二
）
の
旧
蔵
書
。
希
代
の
図
書
収
集
家
と
し
て
有

名
で
あ
る
。
「
喜
多
村
氏
蔵
書
之
印
」
の
蔵
書
印
は
、
喜
多
村
直
寛
（
一
八
○
四
～
一
八
七
六
）
の
も
の
で
あ
る
。

結
果
と
し
て
は
、
浅
井
家
の
扁
倉
伝
注
釈
の
集
大
成
的
な
書
き
入
れ
と
い
え
る
。
誤
植
を
訂
正
し
、
正
封
に
よ
る
篇
名
明
記
を
補
っ
て
、

「
割
解
」
の
さ
ら
な
る
補
完
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
正
寶
の
注
釈
は
、
考
証
学
的
手
法
で
博
引
芳
証
に
富
む
。

８
東
京
大
学
総
合
図
書
館
鶚
軒
文
庫
（
Ｖ
一
○
・
三
七
四
）

「
読
杜
艸
堂
」
の
蔵
書
印
が
あ
り
、
こ
れ
は
明
治
の
蒐
書
家
寺
田
望
南
（
生
没
年
未
詳
、
昭
和
初
期
ま
で
存
し
た
）
の
蔵
書
印
で
あ
る
。

書
き
入
れ
な
し
。
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多
量
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
「
辛
卯
十
一
月
念
八
日
読
過
／
弘
化
丁
未
六
月
晦
日
子
医
学
講
授
了
直
寛
」
な
る
識
語
（
下
巻
四
二
表
）
に
よ

れ
ば
、
喜
多
村
直
寛
（
一
八
○
四
～
一
八
七
六
）
の
書
き
入
れ
で
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
家
塾
で
講
読
し
た
と
き
と
、
弘
化
四
年
二
八

四
七
）
に
医
学
館
で
扁
倉
伝
を
講
義
し
た
と
き
の
メ
モ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

喜
多
村
直
寛
、
字
は
士
栗
、
号
拷
窓
、
晩
年
に
は
香
城
と
号
し
た
。
儒
学
を
安
積
艮
斎
に
学
ぶ
。
文
政
四
年
（
一
八
一
二
）
に
医
学
館
に
入

り
、
授
読
に
選
ば
れ
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
二
に
は
医
学
館
教
諭
（
講
書
）
と
な
っ
た
。
著
は
『
傷
寒
論
疏
義
』
『
金
置
要
略
疏
義
』
『
黄

帝
内
経
素
問
講
義
」
な
ど
数
多
く
、
「
医
方
類
聚
』
『
太
平
御
覧
』
な
ど
の
出
版
事
業
に
も
力
を
注
ぎ
、
学
術
的
寄
与
度
が
極
め
て
高
い
。

上
巻
の
識
語
に
「
天
保
辛
卯
仲
冬
、
講
斯
書
於
家
塾
、
因
執
滕
氏
割
解
、
及
劉
氏
彙
孜
、
対
読
一
過
、
寛
誌
」
（
上
巻
一
九
表
）
と
あ
り
、
天

保
二
年
二
八
三
一
）
に
家
塾
の
学
訓
堂
で
扁
鵲
倉
公
列
伝
を
講
義
し
、
そ
の
時
に
「
滕
氏
割
解
」
と
「
劉
氏
彙
孜
」
を
参
考
に
し
た
と
あ
る
。

「
滕
氏
割
解
」
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
『
扁
鵲
倉
公
列
伝
割
解
』
の
こ
と
で
あ
る
。
「
劉
氏
彙
孜
」
と
は
多
紀
元
簡
の
『
彙
孜
」
を
指
す
が
、

（
４
）

刊
本
は
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
の
出
版
で
あ
る
か
ら
、
直
寛
が
み
た
の
は
稿
本
で
あ
る
。

下
巻
に
は
「
辛
卯
十
一
月
念
八
日
読
過
」
（
下
四
二
表
）
と
あ
り
、
同
年
（
天
保
二
年
）
の
十
一
月
に
講
読
が
終
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に

「
弘
化
丁
未
六
月
晦
日
千
医
学
講
授
了
直
寛
」
（
下
巻
四
二
表
）
と
い
う
識
語
を
並
べ
る
。
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
医
学
館
で
講
義
し
た
と

書
か
れ
て
い
る
。
欄
外
の
注
釈
は
こ
れ
ら
の
講
義
の
メ
モ
と
考
え
ら
れ
る
。

医
学
館
に
お
け
る
扁
倉
伝
の
講
義
に
つ
い
て
は
、
『
多
紀
氏
の
事
蹟
』
に
も
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
。
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
十
月
十
一
日
か

ら
翌
年
の
五
月
二
十
六
日
の
間
に
稲
葉
文
定
が
、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
十
月
二
十
一
日
か
ら
同
年
の
十
二
月
六
日
の
間
に
渋
江
抽
斎
が
、

そ
れ
ぞ
れ
扁
倉
伝
を
講
義
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
直
寛
の
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
の
講
義
は
稲
葉
文
定
に
先
ん
ず
る
も
の
で

（
５
）

あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
短
期
間
の
講
義
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
山
田
業
広
二
八
○
八
～
一
八
八
二
も
万
延
元
年
（
一
八
六

（
６
）

○
）
に
医
学
館
で
講
義
し
た
ら
し
く
、
そ
の
成
果
は
『
扁
倉
伝
集
解
」
と
し
て
成
っ
て
い
る
。

皿
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
二
三
六
’
九
三
）
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皿
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
（
二
八
二
・
二
’
二
七
）

「
棲
驚
堂
図
書
記
」
印
が
あ
る
。
誰
の
蔵
書
印
か
は
未
詳
だ
が
、
同
館
所
蔵
の
『
堤
防
溝
汕
志
』
（
六
一
五
’
五
）
に
は
「
大
正
十
年
七
月
下

淀
棲
鶯
堂
主
人
識
」
と
の
識
語
が
あ
り
、
近
代
の
人
物
で
あ
る
こ
と
だ
け
は
知
れ
る
。

比
較
的
多
量
の
書
き
入
れ
あ
り
。
原
稿
用
紙
一
枚
の
挟
紙
に
識
語
が
あ
り
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
扁
倉
伝
割
解
序
発
端
弁
扁
ハ
扁
鵲
、
倉
ハ
倉
公
、
此
ノ
扁
鵲
倉
公
ノ
伝
ハ
即
チ
司
馬
遷
ノ
史
記
ノ
列
伝
ニ
ァ
ル
、
彼
ノ
上
古
ノ
黄
帝
岐
伯

ノ
時
代
ョ
リ
シ
テ
以
後
此
扁
鵲
倉
公
ホ
ド
ノ
名
医
ハ
外
ニ
ハ
ナ
イ
、
黄
帝
岐
伯
ニ
ッ
イ
デ
中
古
ノ
名
医
ト
云
ガ
此
扁
鵲
倉
公
也
、
時
二
此
ノ

割
解
ノ
義
ハ
当
家
ノ
先
師
ノ
作
也
、
即
チ
此
序
文
ノ
内
二
扁
倉
伝
ノ
注
ヲ
イ
タ
サ
レ
タ
コ
ト
ガ
ホ
ド
記
テ
ァ
ル
、
割
解
ト
云
字
義
ハ
割
皮
解

肌
卜
云
文
字
也
、
物
ノ
ウ
ハ
皮
ヲ
ヒ
ラ
イ
テ
未
ダ
タ
ダ
中
迄
ニ
ハ
至
ラ
ヌ
ト
云
、
畢
寛
ハ
謙
退
卑
下
ノ
詞
也
、
即
チ
序
文
中
ニ
ァ
ル
通
り
此

扁
倉
二
伝
ノ
義
ハ
史
記
内
ニ
ア
ル
コ
ト
故
二
漢
ノ
代
ョ
リ
以
来
今
二
至
ル
迄
二
医
流
ノ
モ
ノ
ハ
儒
書
ノ
事
ト
ナ
シ
テ
吟
味
ヲ
加
ヘ
ズ
、
又
儒

業
ノ
モ
ノ
ハ
扁
倉
二
伝
ノ
義
ハ
医
分
ノ
コ
ト
ジ
ャ
ト
云
テ
是
又
吟
味
ヲ
ト
ゲ
ナ
ン
ダ
、
ソ
レ
故
二
儒
流
医
流
相
ヒ
ュ
ヅ
ッ
テ
此
二
伝
ヲ
吟
味

イ
タ
サ
ナ
ン
ダ
、
サ
ル
ニ
因
テ
此
二
伝
二
於
テ
ハ
明
ナ
ル
所
ノ
注
解
之
文
ガ
ナ
カ
ッ
タ
、
然
ル
処
ヲ
先
師
図
南
先
生
ガ
コ
ト
ノ
ホ
ヵ
此
伝
二

現
蔵
せ
ず
、
所

は
「
浅
へ
’
七
」
。

書
き
入
れ
な
し
。

週
神
宮
文
庫

（
７
）

書
き
入
れ
な
し
。

皿
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
（
六
’
九
九
）

わ
ず
か
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
図
南
自
序
と
正
路
賊
文
に
見
ら
れ
る
。

週
神
宮
文
庫
（
四
七
九
）

皿
名
古
屋
市
立
鶴
舞
中
央
図
書
館

蔵
せ
ず
、
所
在
不
明
。
同
図
書
館
の
話
で
は
、
昭
和
二
十
年
三
月
十
九
日
の
空
襲
で
焼
失
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
旧
所
蔵
番
号



|浩也:I扁鵲倉公列伝割解」の研究宮11 576

骨
ヲ
折
ラ
レ
テ
ト
ウ
ト
ウ
此
注
解
ガ
出
来
夕
、
是
ニ
ョ
ッ
テ
此
方
ノ
学
流
ニ
ヲ
イ
テ
ハ
、
内
経
難
経
一
一
ツ
イ
デ
此
伝
ヲ
尊
信
イ
タ
シ
テ
講
習

等
ヲ
ス
ル
コ
ト
也
、
尚
又
詳
カ
ナ
ル
義
ハ
序
文
中
井
二
注
文
ニ
ヲ
イ
テ
詳
二
間
へ
ル
ト
ア
ル
コ
ト
也
、
乙
巳
二
月
七
日
夜
開
講
」

こ
の
中
の
、
「
此
ノ
割
解
ノ
義
ハ
当
家
ノ
先
師
ノ
作
也
」
と
「
乙
巳
二
月
七
日
夜
開
講
」
と
に
よ
っ
て
、
書
き
入
れ
た
者
を
特
定
で
き
る
。

つ
ま
り
、
浅
井
家
の
誰
か
の
、
乙
巳
の
歳
の
書
き
入
れ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
ず
、
「
乙
巳
」
の
歳
は
、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
・
弘
化
二
年
二
八
四
五
）
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。

天
明
五
年
二
七
八
五
）
時
点
で
浅
井
家
で
生
存
し
て
い
る
の
は
、
正
封
と
正
時
が
い
る
。
第
七
代
正
封
が
十
六
歳
で
、
す
で
に
尾
張
藩
医

を
襲
っ
て
い
る
。
彼
に
は
す
で
に
書
き
入
れ
が
あ
り
（
無
窮
会
神
習
文
庫
本
）
、
こ
れ
と
比
較
し
て
も
継
承
性
は
み
ら
れ
な
い
。
第
六
代
正
路
（
京

の
朝
廷
医
）
の
跡
を
雲
っ
た
正
時
（
一
七
七
三
～
一
七
九
八
）
は
、
天
明
五
年
二
七
八
五
）
に
は
十
三
歳
で
あ
る
。
年
齢
か
ら
み
て
正
時
と
は

無
関
係
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
天
明
五
年
二
七
八
五
）
は
否
定
で
き
る
。

弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
で
在
世
し
て
い
る
の
は
、
正
翼
と
正
贄
で
あ
る
。
第
八
代
正
翼
（
一
七
九
七
～
一
八
六
○
）
は
、
弘
化
二
年
の
時
は

四
十
九
歳
で
あ
る
か
ら
一
番
理
想
的
な
年
齢
で
あ
る
。
第
九
代
正
贄
二
八
二
八
～
一
八
八
四
）
は
弘
化
二
年
の
時
は
十
八
歳
で
あ
る
。
彼
は

天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
に
は
医
学
館
の
学
生
監
督
と
な
り
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
は
医
学
館
代
講
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
可
能
性

は
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
彼
に
す
で
に
書
き
入
れ
が
あ
る
（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
鶚
軒
文
庫
本
）
。
こ
れ
と
比
較
し
て
も
継
承
性
が
み
ら
れ

な
い
し
、
内
容
的
に
も
差
が
あ
る
。
以
上
の
二
点
か
ら
、
書
き
入
れ
た
の
は
浅
井
第
八
代
の
正
翼
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

ま
た
、
正
封
の
講
義
を
正
翼
が
筆
記
し
正
賛
が
補
考
を
加
え
た
も
の
に
、
『
金
置
要
略
口
訣
』
・
『
方
彙
口
訣
』
が
あ
る
。
両
害
に
「
発
端
弁
」

と
い
う
一
項
が
あ
り
、
こ
の
扁
倉
伝
の
識
語
に
も
「
扁
倉
伝
割
解
序
発
端
弁
」
と
あ
る
の
は
、
関
係
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
を
総
合
す
る
と
、
書
き
入
れ
者
は
正
翼
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

正
翼
（
一
七
九
七
～
一
八
六
○
）
は
幼
名
を
桃
太
郎
と
い
い
、
後
に
董
太
郎
と
改
め
、
字
は
亮
甫
、
紫
山
と
号
し
た
。
古
医
方
本
草
に
造
詣

Ｏ

深
く
、
そ
の
名
遠
近
に
聞
こ
え
た
。
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
静
観
堂
が
医
学
館
に
改
称
さ
れ
る
。
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た
な
自
説
は
な
い
。

妬
無
窮
会
図
書
館
神
習
文
庫
（
五
五
三
八
）

神
習
文
庫
は
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
国
学
者
、
井
上
頼
国
（
一
八
三
九
～
一
九
一
四
）
の
旧
蔵
書
（
蔵
書
印
は
「
井
上
氏
」
）
で
あ
る
。

多
量
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
「
癸
亥
正
月
廿
二
日
、
開
筵
日
吉
」
（
序
一
表
）
皇
文
化
癸
酉
仲
春
廿
一
日
西
窓
下
記
」
（
下
巻
四
二
表
）
な
る
識

語
が
あ
り
、
享
和
三
年
（
一
八
○
三
）
と
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
の
こ
ろ
に
書
か
れ
た
も
の
と
わ
か
る
。

識
語
の
「
余
意
、
医
之
有
此
害
云
云
」
（
序
一
表
）
を
、
浅
井
正
贄
の
書
き
入
れ
で
は
（
東
京
大
学
総
合
図
聿
白
館
鶚
軒
文
庫
Ｖ
一
○
・
二
一
七
五
）

「
祖
公
、
医
之
有
此
害
云
云
」
と
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
浅
井
第
七
代
正
封
（
一
七
七
○
～
一
八
二
九
）
の
書
き
入
れ
と
み
な
す
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
正
贄
の
書
き
入
れ
の
中
の
「
祖
公
日
」
は
、
正
封
の
書
き
入
れ
を
移
抄
し
た
も
の
で
あ
る
。
正
督
が
正
封
を
「
祖
公
」

（
８
）

と
い
う
の
は
『
素
問
記
」
「
霊
枢
窺
」
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。

正
封
（
一
七
七
○
～
一
八
二
九
）
は
浅
井
氏
第
七
代
で
、
幼
名
は
小
藤
太
、
長
じ
て
平
之
丞
と
称
し
、
字
は
堯
帆
、
貞
庵
・
棚
園
と
号
し
た
。

政
直
の
養
子
の
正
準
は
、
義
父
政
直
に
先
ん
じ
没
し
た
た
め
に
、
正
準
の
子
の
正
封
が
継
ぐ
べ
き
と
こ
ろ
、
年
少
の
ゆ
え
に
、
政
直
が
再
び

継
ぐ
こ
と
に
な
る
が
、
正
封
は
正
路
の
養
子
に
な
る
。
政
路
没
し
て
、
十
三
歳
に
し
て
家
督
を
継
ぐ
。
文
化
年
間
中
に
、
医
学
を
講
授
す
る

学
舎
、
静
観
堂
講
舎
を
造
り
、
扁
倉
伝
の
講
義
な
ど
も
行
う
。
正
封
の
書
き
入
れ
は
、
こ
の
時
の
講
義
録
で
あ
る
。

扉
裏
の
識
語
に
「
余
意
、
医
之
有
此
書
、
亦
如
儒
之
有
中
庸
春
秋
也
、
祖
君
表
章
之
功
、
宜
与
程
朱
桙
也
、
如
内
経
等
書
、
規
矩
議
論
之

道
也
、
此
書
独
以
人
体
之
施
之
於
事
、
誠
実
用
見
跡
之
教
也
、
当
与
傷
寒
内
難
、
並
為
万
世
之
経
也
、
此
旨
五
六
年
前
之
本
於
習
斎
一
軌
之

説
。
癸
亥
正
月
廿
二
日
開
莚
日
書
」
と
あ
り
、
癸
亥
（
一
八
○
三
）
の
年
の
正
月
二
十
二
日
の
開
講
の
時
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

図
南
・
正
路
の
注
釈
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
補
完
を
試
み
た
も
の
で
、
家
学
の
累
積
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
浅
井
の
試
み

は
、
「
素
問
』
や
『
霊
枢
」
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

書
き
入
れ
自
体
は
大
量
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
図
南
の
注
釈
に
対
し
て
補
注
を
加
え
る
形
式
で
、
細
か
な
文
字
で
傍
注
さ
れ
る
。
新
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朱
墨
に
よ
る
訓
点
が
若
干
ほ
ど
こ
さ
れ
る
ほ
か
、
書
き
入
れ
な
し
。

田
東
京
大
学
総
合
図
書
館
鶚
軒
文
庫
（
Ｖ
二
・
二
○
四
）

「
南
葵
文
庫
」
の
蔵
書
印
が
あ
り
、
こ
れ
は
貴
族
院
議
員
徳
川
頼
倫
（
一
八
七
二
～
一
九
二
五
）
が
設
立
し
た
私
立
図
書
館
で
あ
る
。
ま
た
「
島

田
氏
隻
桂
園
減
書
記
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
東
大
教
授
の
島
田
重
礼
（
篁
村
、
一
八
三
八
～
一
八
九
八
）
の
蔵
書
印
で
あ
る
。

「
素
間
日
」
「
霊
枢
日
」
と
あ
れ
ば
篇
名
を
明
記
す
る
な
ど
は
、
補
完
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
正
封
注
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
本

文
の
校
勘
で
あ
る
。
図
南
が
ど
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
を
用
い
た
の
か
は
後
述
す
る
と
し
て
、
正
封
は
彼
の
見
た
『
史
記
』
の
テ
キ
ス
ト
と
の

異
同
を
記
録
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
割
解
』
に
引
か
れ
る
『
韓
非
子
』
愉
老
篇
に
も
校
勘
を
加
え
て
い
る
。
清
朝
考
証
学
で
重
ん
じ
ら
れ
た
校

勘
の
学
が
、
す
で
に
正
封
に
達
し
て
い
る
。

（
二
）
『
国
書
』
収
《

恥
京
都
大
一

書
き
入
れ
な
し
。

書
き
入
れ
な
し
。

書
き
入
れ
な
し
。

鴫
早
稲
田
一

蔵
書
印
「
平
原
元

Ⅳ
慶
應
義
塾
大
学
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
旧
館
（
七
四
’
一
三
一
’
三

「
和
田
龍
一
郎
大
正
十
五
年
十
一
月
十
日
寄
贈
」
の
シ
ー
ル
あ
り
。

別
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
（
杏
二
五
三
）

早
稲
田
大
学
図
書
館
（
リ
八
・
二
五
三
二
・

「
平
原
氏
図
書
」
は
未
詳
。

書
』
収
載
嘉
永
版

京
都
大
学
付
属
図
書
館
富
士
川
文
庫

（
へ
二
四
）

一
～
二
）
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者
と
な
る
。

躯
無
窮
会
図
書
館
平
沼
文
庫
（
一
○
三
五
）

平
沼
文
庫
は
、
無
窮
会
創
立
者
の
平
沼
騏
一
郎
（
一
八
六
七
～
一
九
五
二
）
の
旧
蔵
書
で
あ
る
（
蔵
書
印
「
平
沼
氏
蔵
書
記
」

り
）
。
蔵
書
印
「
藥
山
文
庫
」
は
早
稲
田
大
学
教
授
の
川
合
孝
太
郎
（
一
八
六
四
～
一
九
四
○
）
の
蔵
書
印
で
あ
る
。

書
き
入
れ
な
し
。

年
不
明
本
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

（
三
）
『
国
害
」
収
載
刊
年
不
明
本

羽
京
都
大
学
付
属
図
書
館
富
士
川
文
庫

京
都
大
学
付
属
図
書
館
に
は
四
本
、
つ
ま
り
明
和
版

書
き
入
れ
な
し
。

皿
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
（
乾
二
五
三

乾
々
斎
文
庫
は
慶
応
大
学
医
学
部
教
授
の
藤
波
剛
一
（
一
八
八
○
～
一
九
四
三
の
旧
蔵
書
。
富
士
川
瀞
と
と
も
に
日
本
医
史
学
会
の
創
立

書
き
入
れ
な
し
。

鯉
刈
谷
中
央
図
書
館
（
Ｗ
四
○
’
五
）

『
国
書
」
は
刊
年
不
明
と
す
る
が
、
現
蔵
本
は
明
和
版
で
あ
る
。

書
き
入
れ
な
し
。

（
三
本
）
と
嘉
永
版
二
本
）
の
所
蔵
を
確
認
し
た
が
（
上
述
）
、
「
国
書
』
の
い
う
刊

「
機
外
文
庫
」
あ
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井
上
書
店
の
「
古
典
籍
目
録
』
（
三
四
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、
平
成
十
一
年
四
月
に
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
書
き
入
れ
な
し
。

羽
東
京
大
学
医
学
部
図
書
館
（
Ｖ
二
・
ｈ
七
）

蔵
書
印
に
「
仲
得
」
「
松
田
謙
印
」
「
謙
書
記
」
が
あ
る
が
、
松
田
某
な
る
人
物
は
未
詳
。
書
き
入
れ
は
次
の
四
条
で
、
そ
の
中
に
「
謙
按
」

と
あ
る
か
ら
、
松
田
氏
の
書
き
入
れ
と
知
れ
る
。
（
）
内
は
被
注
釈
字
。

・
序
一
表
頭
注
「
扁
倉
伝
、
即
司
馬
遷
史
記
列
伝
二
見
タ
リ
／
（
割
解
）
卑
下
之
辞
也
」

。
上
一
三
表
頭
注
（
説
苑
狗
）
「
狗
、
結
艸
為
狗
、
解
厭
也
、
祭
者
所
用
、
已
則
棄
之
」

識
語
が
二
種
あ
る
。
ひ
と
つ
は

存
誠
薬
室
、
久
徴
」
（
下
四
二
裏
）

る
。
「
久
徴
」
に
つ
い
て
は
未
詳
。

書
き
入
れ
は
す
べ
て
多
紀
元
簡
の
「
彙
孜
』
を
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
彙
孜
』
は
、
元
簡
の
没
後
、
多
紀
元
堅
が
補
注
を
加
え
嘉
永

二
年
（
一
八
四
九
）
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
書
き
入
れ
は
原
槁
本
の
「
彙
孜
』
を
も
と
に
し
た
も
の
と
わ
か
る
。
「
彙
孜
』

の
研
究
の
一
助
と
な
る
だ
ろ
う
が
、
「
割
解
」
の
研
究
に
は
さ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
。

調
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
所
蔵
本

（
９
）

わ
ず
か
に
書
き
入
れ
あ
り
。

（
四
）
『
国
書
』
不
収
明
和
版

書
き
入
れ
あ
り
。

弱
文
教
大
学
越
谷
図
書
館
池
田
文
庫
（
三
二
・
○
一
ｌ
ｓ
ｈ
一
五
１
Ａ
）

池
田
文
庫
は
池
田
四
郎
次
郎
（
一
八
六
四
～
一
九
三
三
）
の
旧
蔵
書
（
子
息
英
雄
氏
の
蔵
書
も
含
ま
れ
る
。
蔵
書
印
は
「
浪
華
池
田
氏
図
書
記
」
）
。

”
井
上
書
店
本

ひ
と
つ
は
、
文
化
七
年
（
一
八
一
○
）
の
『
彙
孜
』
の
多
紀
元
簡
識
語
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
「
天
保
丙
申
之
冬
写
、

四
二
裏
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
書
き
写
し
た
者
、
つ
ま
り
「
久
徴
」
な
る
人
物
の
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
の
識
語
で
あ
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．
上
一
三
裏
頭
注
（
説
苑
跣
）
「
跣
、
徒
足
履
地
、
尚
書
跣
弗
視
地
蹴
用
傷
、
謙
按
ス
ァ
シ
ノ
コ
ト
乎
」

・
下
五
表
頭
注
「
上
経
下
経
素
問
病
能
四
十
六
二
ア
リ
／
漢
書
芸
文
志
有
五
音
奇
、
蓋
奇
秘
之
数
非
常
術
也
」

羽
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
（
杏
四
四
一
六
）

（
、
）

蔵
書
印
「
有
不
為
斎
」
は
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
京
都
の
儒
者
伊
藤
介
夫
（
生
没
年
未
詳
）
の
蔵
書
印
で
あ
る
。

書
き
入
れ
は
わ
ず
か
で
あ
る
。

．
上
九
表
天
頭
（
正
路
注
姥
）
「
吃
、
叱
怒
也
」

・
下
一
表
天
頭
（
正
路
注
焉
）
「
馬
」

・
下
二
異
行
間
（
図
南
注
切
歯
）
「
ハ
ギ
シ
ミ
ス
ル
コ
ト
」

・
下
八
裏
天
頭
（
正
路
注
推
経
）
「
晋
語
註
推
経
頭
／
槍
而
懸
也
」

・
下
八
裏
行
間
（
図
南
注
侶
）
「
似
本
字
」

・
下
八
裏
行
間
（
図
南
注
漂
）
「
シ
ョ
ウ
、
ウ
ゴ
ク
」

・
下
九
裏
天
頭
（
図
南
注
纂
）
「
纂
交
募
之
義
／
謂
両
便
争
行
之
／
所
即
前
後
二
陰
／
之
間
也
」

鋤
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
（
渡
二

武
田
科
学
振
興
財
団
の
本
草
学
者
渡
辺
幸
三
二
九
○
五
～
一
九
六
六
）
の
旧
蔵
書
。

書
き
入
れ
な
し
。

皿
研
医
会
図
書
館
（
請
求
番
号
な
し
）

書
き
入
れ
な
し
。
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見
返
し
に
「
読
扁
鵲
伝
割
解
」
と
題
す
る
識
語
が
あ
る
。

「
往
年
、
友
人
村
山
士
謙
請
余
一
関
浅
井
図
南
扁
倉
伝
割
解
、
而
論
其
得
失
、
会
其
没
不
果
、
頃
者
美
濃
医
河
田
氏
携
示
此
書
、
質
其
疑
義
、

因
読
之
一
過
、
略
挙
其
事
之
失
考
、
文
之
誤
解
者
而
記
正
之
、
若
其
方
伎
、
則
余
之
所
不
知
、
不
敢
妄
論
也
、
憾
不
作
子
士
謙
子
九
原
、
而

共
商
推
焉
爾
、
文
化
丙
寅
孟
夏
、
猪
飼
彦
博
識
」

続
け
て
同
じ
書
体
で
「
凡
欄
外
朱
書
、
係
子
猪
飼
氏
説
」
と
朱
書
す
る
。

こ
の
識
語
か
ら
、
文
化
三
年
（
一
八
○
六
）
の
、
猪
飼
彦
博
二
七
六
一
～
一
八
四
五
）
の
書
き
入
れ
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
次
の
理
由

か
ら
、
｜
部
が
猪
飼
氏
の
按
語
で
、
一
部
は
他
の
者
の
注
釈
と
み
な
さ
れ
る
。

（
Ⅲ
）

①
猪
飼
の
「
読
扁
倉
伝
割
解
」
は
、
『
猪
飼
氏
旧
蔵
書
』
の
巻
二
○
六
お
よ
び
二
○
七
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
巻
二
○
六
所
収
書
に
は
「
文

化
三
年
丙
寅
中
夏
、
門
人
紀
州
加
勢
田
西
村
三
秀
写
」
な
る
識
語
が
あ
る
（
巻
二
○
七
所
収
書
に
は
識
語
が
な
い
）
。
試
み
に
巻
二
○
六
と
池
田

文
庫
本
の
猪
飼
按
語
を
比
較
し
て
み
る
と
、
池
田
文
庫
本
は
巻
二
○
六
の
一
～
二
割
程
度
し
か
な
く
極
め
て
少
な
い
。

②
ま
た
、
見
返
し
の
「
凡
欄
外
朱
書
、
係
子
猪
飼
氏
説
」
な
る
但
し
書
き
通
り
で
、
朱
書
さ
れ
た
も
の
が
猪
飼
氏
按
語
で
、
墨
書
さ
れ
た

も
の
は
猪
飼
氏
の
按
語
で
な
い
と
い
え
る
。

③
ま
た
、
池
田
本
に
「
恭
按
、
穣
穰
全
、
除
映
求
福
之
義
、
史
記
滑
稽
伝
、
道
傍
有
穣
田
者
、
注
謂
為
田
求
福
穣
、
周
礼
天
官
女
祝
、
注

部
変
異
日
穰
、
説
苑
作
壌
、
不
可
従
」
と
朱
書
さ
れ
た
按
語
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
「
猪
飼
氏
説
全
」
と
朱
書
注
記
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
朱

書
さ
れ
た
も
の
す
べ
て
が
猪
飼
の
説
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
「
恭
」
な
る
人
は
未
詳
。
参
考
ま
で
に
、
文
化
元
年
（
一
八
○

四
）
刊
の
濯
櫻
堂
本
『
難
経
集
注
」
に
二
箇
所
「
恭
按
云
云
」
な
る
按
語
が
あ
り
、
こ
れ
は
本
版
を
菫
刊
し
た
千
田
恭
の
も
の
で
あ
る
。

（
五
）
「
国
書
」
不
収
一

詑
文
教
大
学
竿

池
田
文
庫
は
前
出
。

文
教
大
学
越
谷
図
書
館
池
田
文
庫

不
収
嘉
永
版

（
二
二
一
・
○
一
ｌ
Ｓ
ｈ
一
五
１
Ａ
）
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以
上
が
『
国
書
」
収
載
の
二
十
三
本
（
刊
年
不
明
本
一
本
に
該
当
す
る
も
の
が
無
か
っ
た
の
で
削
除
）
と
、
『
国
書
」
不
収
の
八
本
、
合
計
三
十

一
本
の
書
き
入
れ
お
よ
び
旧
蔵
者
の
調
査
報
告
で
あ
る
。
書
き
入
れ
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
多
量
の
書
き
入
れ
が
あ
る
七
本
は
、
『
割
解
』
の
研
究
状
況
、
『
割
解
」
の
影
響
度
、
こ
れ
ら
を
う
か
が
う
重
要
な
史
料
と
み
な
し
う
る
。

「
割
解
』
の
研
究
は
、
「
割
解
」
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
書
き
入
れ
の
検
討
な
し
に
は
始
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

②
特
に
、
浅
井
家
の
正
封
・
正
翼
・
正
賛
の
三
代
の
書
き
入
れ
を
発
見
で
き
た
こ
と
は
、
浅
井
家
の
学
問
方
法
を
研
究
す
る
上
で
大
い
に

役
立
つ
だ
ろ
う
し
、
「
割
解
」
研
究
の
最
上
の
史
料
で
あ
る
。

③
医
家
に
よ
る
は
じ
め
て
の
扁
倉
伝
注
釈
書
『
割
解
」
が
、
『
割
解
』
以
降
の
研
究
成
果
か
ら
み
る
に
当
時
の
医
界
に
強
い
影
響
を
与
え
た
。

「
割
解
」
本
体
お
よ
び
書
き
入
れ
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
扁
倉
伝
研
究
に
お
い
て
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

猪
飼
彦
博
（
一
七
六
一
～
一
八
四
五
）
、
幼
名
は
安
次
郎
、
字
は
希
文
・
文
卿
、
号
は
敬
所
・
千
一
居
士
。
漢
学
を
宮
鳳
岡
に
、
史
学
を
薩
唾

嵩
川
に
、
儒
学
を
岩
垣
竜
渓
に
学
ぶ
。
寛
政
三
年
二
七
九
一
）
に
開
塾
し
、
京
都
近
辺
ほ
か
で
講
学
す
る
。
著
書
は
多
数
。

識
語
に
見
え
る
村
山
士
謙
と
河
田
氏
に
つ
い
て
。
村
山
維
文
二
七
四
五
～
一
八
○
三
、
士
謙
と
字
し
、
南
海
と
号
し
た
。
京
の
医
家
で
、

著
に
『
古
脈
法
図
解
』
が
あ
る
。
河
田
に
関
し
て
は
手
が
か
り
は
な
い
。
た
だ
、
美
濃
医
に
河
田
主
計
（
一
七
二
六
～
一
七
九
九
）
な
る
人
物

が
あ
っ
て
、
浅
井
図
南
に
学
び
、
そ
の
子
の
大
炊
守
が
跡
を
襲
っ
た
と
さ
れ
る
。
同
じ
河
田
姓
で
、
居
住
地
も
近
く
、
年
代
も
似
通
っ
て
い

る
。
果
た
し
て
猪
飼
と
交
流
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
。

善
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
猪
飼
の
「
読
扁
鵲
伝
割
解
」
は
、
知
る
限
り
に
お
い
て
は
『
猪
飼
氏
旧
蔵
書
』
巻
二
○
六
に
収
め
ら
れ
た
も
の
が
最

五
、
ま
と
め
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（
７
）
「
神
宮
文
庫
図
書
目
録
」
（
昭
和
四
十
八
年
訂
正
影
印
版
）
に
は
、
資
料
請
求
番
号
四
七
九
の
他
に
、
同
四
七
八
に
「
扁
鵠
倉
公
列
伝
割
解
安
藤

惟
黄
明
和
七
刊
」
と
あ
る
。
『
割
解
」
が
も
う
一
本
あ
る
よ
う
な
の
で
請
求
し
て
み
る
と
、
石
坂
宗
哲
の
『
扁
鵲
伝
解
」
が
出
て
き
た
。
こ
れ
は
、

昭
和
四
十
八
年
の
訂
正
の
時
に
『
割
解
』
に
誤
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
大
正
十
一
年
刊
の
原
版
で
は
正
し
く
「
扁
鵲
伝
解
石
坂
宗
哲
天
保
三

刊
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
神
宮
文
庫
図
書
目
録
」
で
は
「
扁
鵲
」
を
「
扁
鵠
」
、
「
惟
寅
」
を
「
惟
黄
」
に
誤
ま
り
、
さ
ら
に
図
南
序
文
の
「
平

安
滕
惟
寅
（
平
安
十
滕
惟
寅
）
」
を
「
安
藤
」
に
誤
読
し
て
い
る
。

（
８
）
篠
原
孝
市
「
浅
井
正
賛
『
素
間
記
」
解
説
」
、
『
続
黄
帝
内
経
古
注
選
集
」
第
四
冊
所
収
、
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
一
九
八
八
年
。
馬
継
興
弓
素

間
標
注
」
「
霊
枢
標
注
』
解
題
」
、
「
続
東
洋
医
学
古
典
注
釈
選
集
」
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
（
一
九
九
八
）
。

（
９
）
大
東
文
化
大
学
人
文
科
学
研
究
所
ヨ
九
九
八
年
度
研
究
報
告
書
（
三
）
」
（
一
九
九
九
年
）
に
影
印
さ
れ
た
。

（
１
）
内
容
は
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
と
書
い
た
が
、
無
窮
会
図
書
館
神
習
文
庫
だ
け
に
「
路
按
死
病
之
外
又
有
六
不
治
故
治
病
之
道
益
少
芙
」
（
上
十
六

裏
）
十
九
字
が
あ
っ
て
、
他
の
三
十
一
本
に
は
な
い
。
こ
の
正
路
注
だ
け
が
「
ま
っ
た
く
」
に
相
当
し
な
い
。

（
２
）
三
種
の
版
元
印
「
桑
陰
秤
陽
蔵
版
」
・
「
桑
陰
蔵
版
」
・
「
平
安
文
錦
堂
蔵
」
の
意
味
は
未
詳
。
版
元
の
意
味
だ
け
で
は
な
く
「
そ
の
本
の
製
本
、
ま

た
は
売
り
出
し
元
を
示
す
場
合
も
あ
る
」
ら
し
い
（
岩
波
書
店
『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』
一
九
九
九
年
、
四
七
六
頁
）
。

（
３
）
小
曽
戸
洋
「
都
下
医
家
名
墓
散
策
（
三
）
奈
須
恒
徳
」
『
漢
方
の
臨
床
」
三
五
巻
四
号
、
一
九
八
八
。
大
塚
恭
男
「
奈
須
恒
徳
」
『
近
世
漢
方
医
学

書
集
成
」
第
四
○
冊
、
名
著
出
版
、
昭
和
五
八
年
。

（
４
）
小
曽
戸
洋
「
目
で
み
る
漢
方
史
料
館
（
九
○
）
多
紀
元
堅
自
筆
校
訂
の
「
彙
孜
筐
、
『
漢
方
の
臨
床
」
四
二
巻
二
号
、
一
九
九
五
、
を
参
照
。

（
５
）
多
紀
潤
三
郎
「
多
紀
氏
の
事
蹟
』
、
大
空
社
、
一
九
九
八
、
二
二
六
頁
～
二
三
二
頁
。
多
紀
元
簡
（
一
七
五
四
～
一
八
一
○
）
も
天
明
年
間
二
七
八

一
～
一
七
八
八
）
に
医
学
館
で
扁
倉
伝
を
講
義
し
た
こ
と
が
、
「
彙
孜
」
の
元
簡
自
序
お
よ
び
池
原
雲
洞
刊
『
扁
鵲
倉
公
列
伝
」
序
文
に
見
え
て
い
る
。

と
も
に
「
難
経
稀
書
集
成
」
に
影
印
所
収
。

（
６
）
拙
稿
「
山
田
業
広
「
扁
鵲
倉
公
伝
集
解
」
自
筆
本
」
「
目
で
み
る
漢
方
資
料
館
二
二
七
）
」
（
震
方
の
臨
床
」
四
五
巻
一
二
号
、
一
九
九
八
、
二
～
四

と
も
に
一
難
』

拙
稿
「
山
［

頁
）
を
参
照
。

、、

7王
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（
皿
）
中
野
三
敏
著
「
近
代
蔵
書
印
譜
初
編
」
（
日
本
書
誌
体
系
四
一
）
胄
裳
堂
、
昭
和
五
九
年
。

（
Ⅱ
）
巻
二
○
六
と
巻
二
○
七
は
ほ
ぼ
同
内
容
だ
が
、
巻
二
○
七
は
「
倉
公
」
下
の
注
文
「
若
夫
杭
顔
楊
眉
高
論
強
弁
欲
以
与
儒
歯
者
多
見
其
志
之
鄙
也

悲
夫
」
二
十
五
字
が
脱
し
て
い
る
。
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
（
一
○
・
○
一
・
イ
・
一
）
。
「
難
経
稀
書
集
成
」
に
影
印
所
収
。

（
皿
）
「
池
田
蘆
洲
・
田
口
福
司
郎
旧
蔵
漢
籍
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
目
録
」
（
文
教
大
学
越
谷
図
書
館
、
一
九
九
六
、
二
三
頁
）
で
は
、
猪
飼
氏
の
自
筆
と
い
う
が
、

定
か
で
は
な
い
、

（
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
客
員
研
究
員
／
大
東
文
化
大
学
人
文
科
学
研
究
所
学
外
研
究
員
）



④
函
中

Researchon@6HenjakuSoukouRetsudenKatsukai'':

TheAsais,WhoWereDescendentsoftheAuthor,and

TheirMarginalNotesintheConservedCopies

KouyaMIYAKAWA

駅
匿
ｅ
『
駐
而
哩
尽
点
仙
鰡
腿
言
ヨ
拠
三
伽

AsaiTonan,whowrote&#HenjakuSoukouRetsudenKatsukai"inthemiddleoftheEdo

periodasacommentaryon"BianqueCanggongLiezhuang"of&!Shiji,"belongstotheiifth

generationofthefamilyofmilitarysurgeonsoftheOwarihan(TokugawaClanofOwari

Province).Hiscommentaryishistoricallyveryimportant.

Iresearched32copiesof"HenjakuSoukouRetsudenKatsukai,"conservedinpublicand

privatelibrariesalloverthecountry,andfoundmanymarginalnotesfrom8copies.Especially,

itisvaluablethatthenotesincludethosewrittenbyAsaiMasayoshi,oftheseventhgeneration,

AsaiMasashigeof,theeighthgeneration,andAsaiMasatoshi,oftheninthgeneration.Itproves

thattheAsais,thedescendantsoftheauthorAsaiTonan,esteemedtheirancestor'swork・The

researchofthesenotesmightexplain"BianqueCanggongLiezhuang''aswellastheresearchof

"HenjakuSoukouRetsudenKatsukai"itselfdoes.


